
減酒治療の現場から

アルコールによる健康問題の治療と聞くと、「禁酒」や「断酒」を思い浮かべる方が多いかもしれ

ません。たしかに、それらは大切な選択肢ですが、近年では重症度や生活背景に応じて、「減酒」

から始める考え方も広がってきました。無理のない一歩が、結果的に心身の回復につながることも

あります。今回は、アルコール性肝障害の治療と研究に長く携わってきた魚嶋先生に、減酒治療の

考え方や、早めに向き合うことの大切さについて伺いました。� 編集部

熊本大学大学院生命科学研究部　生体機能病態学分野
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●
● 

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
と

�

ア
ル
コ
ー
ル
使
用
障
害 

●
●

　

私
は
主
に
肝
臓
を
中
心
と
し
た
内
科
の

立
場
か
ら
、
飲
酒
に
問
題
を
抱
え
る
方
の

診
療
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。
近
年
、「
ア

ル
コ
ー
ル
使
用
障
害
（
Ａ
Ｕ
Ｄ
）」
と
い

う
言
葉
を
耳
に
す
る
こ
と
が
増
え
て
き
ま

し
た
が
、こ
れ
は
従
来
使
わ
れ
て
き
た「
ア

ル
コ
ー
ル
依
存
症
」
と
は
、
考
え
方
が
少

し
異
な
り
ま
す
。
ア
ル
コ
ー
ル
使
用
障
害

は
、
多
量
飲
酒
の
状
態
を
包
括
的
に
示
し

て
い
ま
す
（
図
表
１
）。

　

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
は
、
世
界
保
健
機

関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
が
定
め
た
「
Ｉ
Ｃ
Ｄ
‒ 

10
」（
図
表
２
）
や
、
米
国
精
神
神
経
学

会
に
よ
る
「
Ｄ
Ｓ
Ｍ
‒
４
」
と
い
っ
た
診

断
基
準
に
基
づ
く
も
の
で
す
。
こ
れ
ら
は

長
く
用
い
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
基
準
が

や
や
複
雑
で
、
一
般
内
科
の
診
療
現
場
で

は
使
い
に
く
い
面
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

「
依
存
症
」
と
い
う
言
葉
が
与
え
る
重
い

印
象
か
ら
、
患
者
さ
ん
に
伝
え
に
く
い
と

い
う
課
題
も
あ
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
改
訂
さ
れ
た
ア
ル
コ
ー
ル
使
用

障
害
の
診
断
基
準
で
あ
る「
Ｄ
Ｓ
Ｍ
‒
５
」

（
図
表
３
）
は
、
よ
り
実
際
の
診
療
に
即

し
た
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。「
い
く
つ

か
当
て
は
ま
る
項
目
が
あ
り
ま
す
」「
今

は
軽
症
の
段
階
で
す
」
と
い
っ
た
説
明
が

し
や
す
く
、
早
い
時
期
か
ら
患
者
さ
ん
と

状
況
を
共
有
で
き
ま
す
。
軽
症
か
ら
重
症

ま
で
を
連
続
的
に
捉
え
、
治
療
や
関
わ
り

に
よ
っ
て
改
善
し
て
い
く
経
過
も
含
め
て

評
価
で
き
る
点
が
、
大
き
な
特
徴
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
現
在
で
は
学

術
的
に
も
臨
床
的
に
も
「
ア
ル
コ
ー
ル
使

用
障
害
」
と
い
う
考
え
方
が
主
流
と
な
っ

て
い
ま
す
。
私
自
身
も
、
早
い
段
階
で
の

気
づ
き
や
支
援
に
つ
な
げ
や
す
い
こ
の
概

念
が
、
実
際
の
診
療
に
合
っ
て
い
る
と
感

じ
て
い
ま
す
。

●
● 

通
院
を
や
め
ず
に

�

続
け
て
も
ら
う
た
め
に 

●
●

　

飲
酒
の
治
療
に
は
、
禁
酒
、
断
酒
、
減

酒
な
ど
、
い
く
つ
か
の
考
え
方
が
あ
り
ま

す
。
精
神
科
の
現
場
で
は
、「
禁
酒
」
よ

り
も
、
患
者
さ
ん
自
身
が
主
体
的
に
選
ぶ

と
い
う
意
味
合
い
を
持
つ
「
断
酒
」
と
い

う
言
葉
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
よ
う

で
す
。
最
近
で
は
、
飲
酒
に
よ
る
害
を
で

き
る
だ
け
減
ら
す
と
い
う
ハ
ー
ム
・
リ
ダ

ク
シ
ョ
ン
の
考
え
方
か
ら
「
減
酒
」
も
重

要
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

図表２　�ICD-10 のアルコール依存症の診断基準

項目 内 容 診 断 項 目

1 衝動障害 飲酒の強い欲求や強迫感 

2 衝動障害 飲酒を制御することが困難。 

3 離 脱 断酒や減酒による離脱症状の出現。
離脱症状の回避、軽減のために再度飲酒する。

4 耐 性 当初得られた効果を得るために、飲酒量が増加する。

5 社会障害 飲酒のために、本来の生活を犠牲にする。

6 危険な使用 心身に問題が生じているにもかかわらず、飲酒を続ける。

図表３　DSM-5 のアルコール使用障害の診断基準

項目 内 容 診 断 項 目

1 制御障害 最初に考えていたよりも、飲酒量が増えたり、長期間飲酒するようになる。 

2 制御障害 やめようとしたり、制限しようとする努力や、その失敗がある。 

3 制御障害 アルコールの入手、飲酒行動、アルコールの影響からの回復に多くの時間が費やされる。 

4 制御障害 飲酒への渇望や強い欲求がある。

5 社会障害 飲酒の結果、社会的役割（仕事、学校、家庭）を果たせなくなる。 

6 社会障害 社会・対人関係の問題が生じたり、悪化しているにもかかわらず、飲酒を続ける。 

7 社会障害 飲酒のために、重要な社会的活動や娯楽活動を放棄、縮小する。 

8 危険な使用 身体的に危険な状況下で飲酒を続ける。 

9 危険な使用 心身に問題が生じたり悪化することを知っていながら、飲酒を続ける。 

10 耐 性 以前と同じ飲酒量では効果が減弱する、または、同じ効果を得るために飲酒量が増加する。 

11 離 脱 断酒や減酒による離脱症状の出現、または、その回避のために再度飲酒する。 

（「アルコール・薬物使用障害の診断治療ガイドライン」より作成）

図表１　飲酒行動の分布

正常飲酒
（面積＝人口）

アルコール依存症
多
量
飲
酒

酒
量 有害な使用

アルコール乱用
プレアルコホリズム

アルコール
使用障害

出典：�健康日本 21 アクション支援システム
～健康づくりサポートネット～

※�プレアルコホリズムは、有害な
使用および乱用に比べてより広
い概念で、離脱症状と連続飲酒
の経験がともにない場合。

※アルコール使用障害の診断基準は図表 3 を参照

※ 6 項目中 3 項目以上で診断。同じ 1 年以内で起こること。   

※11項目中2項目以上で診断。同じ1年以内で起こること。   
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減
酒
に
も
断
酒
に
も
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
、
私
は
基
本
的
に
は
断
酒

を
第
一
の
選
択
肢
と
し
な
が
ら
も
、
地
域

性
や
患
者
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
背
景
を
大

切
に
し
た
対
応
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

た
と
え
ば
、
私
が
診
療
を
行
っ
て
い
る

熊
本
で
は
、
飲
酒
文
化
が
根
強
く
、
お
酒

を
完
全
に
や
め
る
こ
と
へ
の
抵
抗
感
が
強

い
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、「
飲

ま
な
い
で
く
だ
さ
い
」
と
一
方
的
に
伝
え

る
と
、
通
院
自
体
を
や
め
て
し
ま
う
方
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
ま
ず
は

現
在
の
肝
臓
の
状
態
を
丁
寧
に
説
明
し
、

肝
機
能
障
害
な
ど
の
身
体
的
な
問
題
が
出

な
い
レ
ベ
ル
ま
で
飲
酒
量
を
減
ら
す
こ
と

を
目
標
に
、
通
院
を
続
け
て
も
ら
う
こ
と

を
大
切
に
し
な
が
ら
少
し
ず
つ
関
わ
っ
て

い
き
ま
す
。

　

ア
ル
コ
ー
ル
使
用
障
害
に
至
る
方
は
、

圧
倒
的
に
男
性
が
多
い
の
が
特
徴
で
す
。

も
う
一
つ
の
共
通
点
と
し
て
、「
時
間
に

余
裕
が
あ
る
こ
と
」
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

仕
事
を
し
て
い
な
い
、
自
由
な
時
間
が
多

い
、
家
庭
と
の
関
わ
り
が
少
な
い
と
い
っ

た
状
況
で
は
、
飲
酒
量
が
増
え
や
す
く
な

り
ま
す
。
そ
の
た
め
診
察
で
は
、
仕
事
の

状
況
や
結
婚
歴
、
家
族
と
の
関
係
な
ど
も

重
要
な
情
報
に
な
り
ま
す
。
最
近
で
は
、

自
宅
で
一
人
飲
み
を
す
る
ケ
ー
ス
も
目

立
っ
て
い
ま
す
。

　

診
療
の
中
で
は
、
趣
味
を
持
つ
こ
と
や

人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
運
動
や

エ
ク
サ
サ
イ
ズ
な
ど
を
勧
め
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
が
、
外
来
の
限
ら
れ
た
時
間
だ
け

で
は
支
援
に
限
界
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た

め
、
行
政
に
よ
る
支
援
や
、
地
域
の
中
で

人
と
つ
な
が
れ
る
場
づ
く
り
が
必
要
だ
と

感
じ
て
い
ま
す
。

　

肝
硬
変
や
肝
が
ん
な
ど
、い
わ
ゆ
る「
底

つ
き
」
と
呼
ば
れ
る
重
大
な
出
来
事
が
起

き
た
場
合
に
は
、
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
飲

酒
を
や
め
ら
れ
る
方
も
多
く
、
断
酒
や
減

酒
に
取
り
組
む
大
き
な
き
っ
か
け
に
な
り

ま
す
。
そ
う
し
た
機
会
を
逃
さ
ず
、
適
切

な
支
援
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

す
。

●
● 

減
酒
に
よ
る
変
化
は

�

健
康
・
社
会
面
に
影
響 

●
●

　

減
酒
治
療
の
き
っ
か
け
は
、
医
師
や
周

囲
の
人
か
ら
の
指
摘
で
あ
る
こ
と
が
多
い

で
す
が
、
何
よ
り
大
切
な
の
は
、
自
分
の

飲
酒
に
問
題
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
と
気

づ
く
こ
と
で
す
。
急
性
の
ア
ル
コ
ー
ル
性

肝
不
全
な
ど
は
、
飲
酒
を
や
め
る
こ
と
で

改
善
が
期
待
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
病
気
が
進
行
す
る
ほ
ど
回
復
は

難
し
く
な
り
、
飲
酒
を
続
け
る
と
若
い
方

で
も
命
に
関
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
た
め
、
で
き
る
だ
け
早
い
段
階
で
向
き

合
う
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

減
酒
に
よ
る
体
の
変
化
に
は
個
人
差
が

あ
り
ま
す
が
、
多
く
の
方
が
最
初
に
実
感

す
る
の
が
睡
眠
の
質
の
改
善
で
す
。
寝
つ

き
を
良
く
す
る
た
め
に
お
酒
を
飲
む
と
い

う
人
も
い
ま
す
が
、
実
際
に
は
脳
は
十
分

に
休
め
て
お
ら
ず
、
翌
日
に
疲
れ
が
残
り

や
す
く
な
り
ま
す
。
飲
酒
量
を
減
ら
す
こ

と
で
、
眠
り
が
深
く
な
り
、
す
っ
き
り
と

目
覚
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
方
は
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。

　

ア
ル
コ
ー
ル
は
、
脂
肪
肝
や
糖
尿
病
、

脂
質
異
常
症
、
高
血
圧
と
い
っ
た
生
活
習

慣
病
と
も
深
く
関
係
し
て
い
ま
す
。
飲
酒

の
際
に
は
塩
分
の
多
い
食
事
を
と
っ
た

り
、
遅
い
時
間
ま
で
飲
み
食
い
し
た
り
し

が
ち
な
た
め
、
飲
酒
量
や
飲
酒
の
機
会
を

減
ら
す
こ
と
は
、
生
活
習
慣
病
の
リ
ス
ク

を
下
げ
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
飲
酒
に
費
や
し
て
い
た
時
間

が
減
る
こ
と
で
、
仕
事
に
集
中
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
り
、
家
族
と
過
ご
す
時
間
を

取
り
戻
し
た
り
と
、
生
活
全
体
が
よ
い
方

向
に
変
わ
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
軽
症

の
う
ち
は
本
人
が
気
づ
か
な
い
程
度
の
問

題
で
済
ん
で
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

重
症
に
な
る
と
人
間
関
係
の
ト
ラ
ブ
ル
を

抱
え
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
減

酒
に
よ
っ
て
そ
う
し
た
問
題
が
和
ら
ぎ
、

穏
や
か
な
日
常
を
取
り
戻
せ
る
方
も
多
く

い
ま
す
。

●
● 

ア
ル
コ
ー
ル
の
問
題
は

�

向
き
合
う
こ
と
が
重
要 

●
●

　

治
療
の
中
で
精
神
科
へ
紹
介
す
る
か
ど

う
か
は
、
ま
ず
患
者
さ
ん
ご
本
人
の
気
持

ち
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
精
神
科
に
通

う
こ
と
自
体
に
抵
抗
を
感
じ
る
方
は
多

く
、「
依
存
症
と
い
う
レ
ッ
テ
ル
を
貼
ら

れ
る
の
で
は
な
い
か
」
と
い
っ
た
不
安
か

ら
、
受
診
を
た
め
ら
う
ケ
ー
ス
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。
患
者
さ
ん
が
自
ら
精
神
科

を
受
診
す
る
こ
と
は
多
く
あ
り
ま
せ
ん

が
、
家
族
と
一
緒
に
受
診
さ
れ
て
い
る
場

合
に
は
、
精
神
科
に
つ
な
が
り
や
す
く
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

内
科
の
診
療
で
は
、
飲
酒
習
慣
ス
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
テ
ス
ト
（
Ａ
Ｕ
Ｄ
Ｉ
Ｔ
）（
図

表
４
）
な
ど
を
用
い
て
評
価
を
行
い
、
一

定
以
上
の
点
数
の
場
合
に
は
精
神
科
受
診

を
勧
め
ま
す
。
そ
れ
で
も
抵
抗
を
示
さ
れ

る
こ
と
は
多
く
、
そ
の
際
は
無
理
に
勧
め

る
の
で
は
な
く
、
内
科
で
継
続
し
て
フ
ォ

ロ
ー
し
な
が
ら
関
わ
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ア
ル
コ
ー
ル
使
用
障
害
の
治
療
は
、
一

直
線
に
良
く
な
っ
て
い
く
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
１
～
２
週
間
ご
と
の
通
院
を
続

け
る
中
で
、
良
く
な
っ
た
り
、
ま
た
元
に

戻
っ
た
り
を
繰
り
返
す
こ
と
も
珍
し
く
あ

り
ま
せ
ん
。
失
敗
を
前
提
に
、
何
度
で
も

や
り
直
す
と
い
う
姿
勢
が
大
切
で
す
。
多

職
種
が
連
携
し
、
薬
物
療
法
や
認
知
行
動

療
法
を
重
ね
な
が
ら
、「
完
全
に
治
す
」

と
い
う
よ
り
も
、「
う
ま
く
付
き
合
っ
て

い
く
」
病
気
と
し
て
向
き
合
っ
て
い
く
こ

と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

●
● 

内
科
で
も
広
が
る

�

減
酒
へ
の
取
り
組
み 

●
●

　

単
に
飲
酒
量
が
多
い
と
い
う
だ
け
で
な

く
、
依
存
傾
向
や
記
憶
障
害
が
み
ら
れ
る

場
合
に
は
注
意
が
必
要
で
す
。
特
に
Ａ
Ｕ

Ｄ
Ｉ
Ｔ
で
８
～
10
の
項
目
に
該
当
す
る
方

は
、
専
門
家
に
相
談
す
る
一
つ
の
目
安
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　

最
初
の
相
談
先
は
、
内
科
や
肝
臓
の
専

図表４　飲酒習慣スクリーニングテスト（AUDIT）

（久里浜医療センター「AUDIT」より作成）

①�あなたはアルコール含有飲料をど
のくらいの頻度で飲みますか？

0．飲まない　　
1．1 カ月に 1 度以下
2．1 カ月に 2 ～ 4 度
3．1 週に 2 ～ 3 度
4．1 週に 4 度以上

②�飲酒するときには通常どのくらい
の量を飲みますか？

0．1 ～ 2 ドリンク
1．3 ～ 4 ドリンク
2．5 ～ 6 ドリンク
3．7 ～ 9 ドリンク
4．10 ドリンク以上

③�1度に6ドリンク以上飲酒すること
がどのくらいの頻度でありますか？

0．ない
1．1 カ月に 1 度未満
2．1 カ月に 1 度
3．1 週に 1 度
4．毎日あるいはほとんど毎日

④�過去 1年間に、飲み始めると止め
られなかったことが、どのくらい
の頻度でありましたか？

0．ない
1．1 カ月に 1 度未満
2．1 カ月に 1 度
3．1 週に 1 度
4．毎日あるいはほとんど毎日

⑤�過去 1年間に、普通だと行えるこ
とを飲酒していたためにできなか
ったことが、どのくらいの頻度で
ありましたか？

0．ない
1．1 カ月に 1 度未満
2．1 カ月に 1 度
3．1 週に 1 度
4．毎日あるいはほとんど毎日

⑥�過去 1年間に、深酒の後体調を整
えるために、朝迎え酒をせねばな
らなかったことが、どのくらいの
頻度でありましたか？

0．ない
1．1 カ月に 1 度未満
2．1 カ月に 1 度
3．1 週に 1 度
4．毎日あるいはほとんど毎日

⑦�過去 1年間に、飲酒後罪悪感や自
責の念にかられたことが、どのく
らいの頻度でありましたか？

0．ない　　
1．1 カ月に 1 度未満
2．1 カ月に 1 度
3．1 週に 1 度
4．毎日あるいはほとんど毎日

⑧�過去 1年間に、飲酒のため前夜の
出来事を思い出せなかったこと
が、どのくらいの頻度でありまし
たか？

0．ない
1．1 カ月に 1 度未満
2．1 カ月に 1 度
3．1 週に 1 度
4．毎日あるいはほとんど毎日

⑨�あなたの飲酒のために、あなた自
身か他の誰かがけがをしたことが
ありますか？

0．ない
2．あるが、過去 1 年にはなし
4．過去 1 年間にあり

⑩�肉親や親戚、友人、医師、あるいは他の健康管理にたず
さわる人が、あなたの飲酒について心配したり、飲酒量
を減らすように勧めたりしたことがありますか？

0．ない
2．あるが、過去 1 年にはなし
4．過去 1 年間にあり

0 ～ 7点
今のままお酒と上手に付き合っていきましょう
8 ～ 14点
�飲酒問題が将来的に起きたり、あるいは既に生じている可能性が
あります。お酒の量を減らしていきましょう。
15 点以上
アルコール依存症の疑いがあります。自分の飲み方について精神
保健福祉センターや依存症専門医療機関に相談してみましょう。

※ビール 500mL ＝ 2 ドリンク、日本酒 180mL ＝ 2.2 ドリンク、焼酎（20％）180mL ＝ 2.9 ドリンク、ワイン 120mL ＝ 1.2 ドリンク
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門
医
で
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。
私
は
、
ア
ル

コ
ー
ル
の
問
題
を
精
神
科
だ
け
に
任
せ
る

の
で
は
な
く
、
内
科
も
継
続
し
て
関
わ
る

こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
た
だ

し
、
か
か
り
つ
け
医
が
い
て
も
、
お
酒
の

問
題
を
「
病
気
」
と
し
て
捉
え
て
い
な
い

場
合
も
あ
り
ま
す
。そ
の
た
め
、ア
ル
コ
ー

ル
の
問
題
を
医
療
と
し
て
扱
っ
て
く
れ
る

医
療
機
関
を
選
ぶ
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

ア
ル
コ
ー
ル
使
用
障
害
の
治
療
で
は
断

酒
が
理
想
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
い
き
な

り
断
酒
が
難
し
い
場
合
に
は
第
一
歩
と
し

て
減
酒
が
選
択
肢
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
軽
症
の
場
合
は
減
酒
そ
の
も

の
が
治
療
目
標
と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
い
ず
れ
の
場
合
も
、
治
療
方
針
は
医

師
と
相
談
し
な
が
ら
決
め
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

治
療
に
か
か
る
費
用
は
、
特
別
に
高
額

に
な
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
保
険
も

適
用
さ
れ
ま
す
。
治
療
の
中
心
と
な
る
の

は
、
行
動
療
法
や
認
知
行
動
療
法
を
用
い

た
回
復
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
、
継
続
的
な
面
談

で
す
。
薬
物
療
法
は
補
助
的
な
位
置
づ
け

で
す
が
、
飲
酒
欲
求
低
減
薬
と
し
て
セ
リ

ン
ク
ロ
（
一
般
名
ナ
ル
メ
フ
ェ
ン
）
が
あ

り
、
飲
酒
へ
の
欲
求
を
和
ら
げ
る
効
果
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
効
薬
で
は
な
い

も
の
の
、
内
科
医
で
も
３
時
間
ほ
ど
の
ｅ

ラ
ー
ニ
ン
グ
研
修
を
受
け
れ
ば
処
方
で
き

る
た
め
、
内
科
領
域
で
も
減
酒
に
取
り
組

む
動
き
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
地
域
の
断
酒
会
や
自
助
グ

ル
ー
プ
へ
の
参
加
も
有
効
な
方
法
の
一
つ

で
す
。
同
じ
悩
み
を
抱
え
る
人
と
経
験
を

共
有
す
る
こ
と
が
、
大
き
な
支
え
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
精
神
科
の
専
門
医
が

い
る
施
設
で
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
も

あ
り
、
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
中
心
に
、
運
動

や
創
作
活
動
な
ど
を
取
り
入
れ
て
い
る

ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
内
容
は
施
設
ご
と

に
異
な
り
ま
す
が
、
回
復
を
支
え
る
場
と

し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

全
国
の
依
存
症
に
対
応
で
き
る
専
門
の

医
療
機
関
等
の
情
報
は
、
依
存
症
対
策
全

国
セ
ン
タ
ー
の
サ
イ
ト
な
ど
に
も
掲
載
さ

れ
て
い
ま
す
。

https://w
w
w
.ncasa-japan.jp/you-

do/treatm
ent/treatm

ent-m
ap/

●
● 

サ
イ
ン
に
気
づ
い
た
ら

�

飲
み
方
を
変
え
る
行
動
を 

●
●

　

最
後
に
お
伝
え
し
た
い
の
は
、
ア
ル

コ
ー
ル
使
用
障
害
の
サ
イ
ン
は
、
本
人
が

気
づ
か
な
い
う
ち
に
現
れ
る
こ
と
が
多
い

と
い
う
点
で
す
。「
飲
み
過
ぎ
て
記
憶
が

な
い
」
と
い
っ
た
経
験
を
、
武
勇
伝
の
よ

う
に
語
る
方
も
い
ま
す
。
し
か
し
私
は
、

そ
う
し
た
話
そ
の
も
の
が
注
意
を
促
す
サ

イ
ン
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
は
ア
ル
コ
ー
ル
使
用
障
害

へ
の
簡
易
介
入
（
ブ
リ
ー
フ
・
イ
ン
タ
ー

ベ
ン
シ
ョ
ン
）
を
推
奨
し
て
い
ま
す
が
、

「
Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｙ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
な
ど
は
、

指
導
者
向
け
の
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
も
整
備
さ

れ
て
お
り
、
現
場
で
活
用
し
や
す
い
ツ
ー

ル
で
す
。
私
た
ち
は
、
患
者
さ
ん
向
け
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
を
用
い
て
説
明
を
行

い
、「
こ
の
量
の
飲
酒
を
10
年
続
け
る
と
、

肝
硬
変
や
肝
が
ん
に
つ
な
が
る
可
能
性
が

あ
る
」
と
い
っ
た
事
実
を
共
有
し
ま
す
。

そ
の
う
え
で
、
認
知
行
動
療
法
的
な
面
談

を
重
ね
な
が
ら
目
標
を
設
定
し
、
ど
の
よ

う
に
行
動
を
変
え
て
い
く
か
を
一
緒
に
考

え
て
い
き
ま
す
。
す
ぐ
に
飲
酒
を
や
め
る

こ
と
が
難
し
い
場
合
に
は
、「
量
を
半
分

に
す
る
」「
最
初
の
一
杯
は
水
に
す
る
」「
イ

ラ
イ
ラ
し
た
と
き
に
は
飲
ま
な
い
」「
家

族
と
一
緒
に
飲
む
」
な
ど
、
実
行
し
や
す

い
具
体
的
な
行
動
に
落
と
し
込
ん
で
い
き

ま
す
。

　

ア
ル
コ
ー
ル
の
問
題
は
、
生
活
習
慣
病

と
同
じ
よ
う
に
、
早
い
段
階
で
向
き
合
う

こ
と
が
大
切
で
す
。
決
し
て
特
別
な
人
だ

け
の
問
題
で
は
な
く
、
誰
に
で
も
起
こ
り

う
る
も
の
だ
か
ら
こ
そ
、
本
人
の
気
づ
き

と
周
囲
の
理
解
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
自
分

の
飲
み
方
を
見
直
し
、
必
要
に
応
じ
て
情

報
を
得
た
り
、
医
療
機
関
や
相
談
窓
口
を

利
用
し
た
り
す
る
こ
と
を
、
た
め
ら
わ
な

い
で
く
だ
さ
い
。

■�

う
お
じ
ま
・
は
る
き

２
０
０
６
年
、
旭
川
医
科
大
学
医
学
部
卒
業
。
茅
ヶ
崎
徳

洲
会
総
合
病
院
で
の
初
期
研
修
・
後
期
研
修
を
経
て
、

２
０
１
４
年
よ
り
湘
南
鎌
倉
総
合
病
院 

消
化
器
病
セ
ン
タ

ー
医
長
、
２
０
１
６
年
よ
り
北
里
大
学
病
院 

消
化
器
内
科 

助
教
。
２
０
２
２
年
４
～
12
月
、
独
立
行
政
法
人
国
立
国

際
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー 

ゲ
ノ
ム
医
科
学
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

参
加
。
２
０
２
５
年
１
～
7
月
、
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学

医
学
部 

消
化
器
・
肝
臓
学
分
野 

客
員
研
究
員
。
２
０
２
５

年
10
月
よ
り
現
職
。
専
門
は
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
、
消
化

器
内
科
学
、
肝
疾
患
な
ど
。
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